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寺初＜l)放浪記② 峯灌品士 (7町内）

【まちづくり放浪記の第二弾は鹿児島中央駅にある「かごつまふるさと
屋台村」編で、川尻校区の有志で視察を申し込んで屋台村の仕掛け方や
運営方法と芋焼酎と学んできました】

叶
なさん、新幹線が開通してしばらく経ち
ますが、以前より身近な存在になったと

ともに、「熊本に負けるな！追い越せ」みたいな
鹿児島の意気込みがヒシヒシと伝わってくる気
がしているのは私だけでしょうか。

またその象徴である鹿児島中央駅を出てほ
ぼ目の前にある「かごっまふるさと屋台村」が異
常に盛り上がっているのをご存知でしょうか。こ
の異常ともいえる盛り上がりには何か秘密があ
りそうだと思い、今回川尻校区の有志で視察を
申し込みました。

2012年に「かごっまふるさと屋台村」は誕生
しました。伝統的な郷土料理の屋台から、新た
な鹿児島の味を伝える個性豊かな屋台まで、 訪
れる人を鹿児島の旬の食材 ・ 郷土料理、さらに
は「かごっま弁」で “おもてなし” してくれます。
250坪の敷地にコの字型のカウンターで8名掛
けのこじんまりした屋台が25店舗ひしめいてい
ます。ここで大事なのが8名で、カウンター越し
にお客さんをもてなす ためには8人が限度だと
いうことを教わったとのことでした。なるほど店
主のもてなしが届く範囲だからこそ、隣の知らな
い人同士が楽しく話せるという仕組みがそこに
ありました。

また店舗の運営期間は3年間で、新たに募集
する形で店舗の場所も入れ替わり、その際は25
店舗のまとめ役である村長も入れ替わるそうで
す。入れ替わる理由の一つには店舗の人気や立
地また店舗の形態などのバラッキを防ぐ目的も
あるそうです。そうすることでマンネリ化を防ぎ
再度訪問しても楽しめる仕掛けがありました。

最後の謎はなぜ地元の人が多く集まるのかと
いうことでした。川尻校区といえば「瑞鷹」と言
うように、鹿児島と言えば芋焼酎ですよね。そし
て屋台村では「屋台村焼酎」が全店舗200円！
さらにすべての料理がお手頃価格で地産地消と
いうのが屋台村のルールになっています。なるほ
ど、そうすれば地元の人としても250坪に25店舗
もあり更にお手頃価格であれば行かない訳はな
いですよね。他にも地元の人が参加できる婚活
イベントなど催し事が多く企画されていること
も、地域から愛されている理由だと思いました。

私たちは、「5軒ハシゴしたら薩摩キリコがプ
レゼントしますよ」と言う最後の仕掛けにより、
その勢いのまま屋台村を5軒もハシゴしてしまっ
た形で視察全行程完了し、そのまま鹿児島最大
の歓楽街である「天文館」へと吸い込まれてし
まいました。

このような屋台村が川尻校区に出来ればもっ
と観光客と共にこの記事を読んで下さったみな
さんと瑞鷹を飲みながら楽しみたいと思った私
でした。
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ー川尻う寺り‘
th 戸こちゃんのぎょうざ

由
なさん暑い夏がやってきましたね！熱中
症や夏バテなど、体調管理には十分に気

を付けて下さい。
今回の川尻うまかもんは、そんな暑い夏にピy

タリな餃子専門店をご紹介します！
お店を経営するのは、ちーちゃんこと熊川千

鶴（くまがわ ちづる）さん。座右の銘は「ケセラセ
ラ」という、屈託のない笑顔が素敵な奥様です。

お店をオープンして3年。ちーちゃんの餃子を
買い求めに来る常連さんも多く、子供からお年
寄りまでたくさんの方々に愛されています。

定番メニューは肉 ・ しそ ・ にんにくの3種類。
なんと言っても、ちーちゃんのぎょうざは大きい
んです！このボリューム感がいい！皮はバリパリ、
野菜もたっぷりでヘルシ ー！キャベツは食感を
楽しんでもらいたいと大きめに手切りしている
そうで、 食べ応えも十分にあります。特にしそ
餃子がイチオシ！しそのサッパリ感と甘酸っぱ
い自家製タレの愛称がバッチリで、やみつきに
なります！

店内で熱々をいただくことも、お持ち帰りも
OKです。お持ち帰りの場合、焼きたて ・ 冷凍を
選ぶこともできます。

※期間限定ですが11月～3月
まで水餃子・キムチ餃子も追
加予定とのことです。
発送・配達も随時行っていま
すので、詳しくはお店までご
連絡ください。

信と愛情を持って
包んでおります。
近くに来られた際は、
是非お立ち寄り下さい！

っy
‘

「ちーちゃんから.:..言」
店内食事二焼き＿持ち立女！
肉餃 子 ¥400 
しそ餃子 ¥450 
にんにく餃子 ¥450

それぞれ5個入り

冷凍持ちかえり

肉餃 子
ー→ ¥450

しそ餃子 ¥550
にんにく餃子 ¥550

それぞれ8個入り

住所：熊本市南区川尻6-9-112
TEL : 070-5419-4487 
営業時間：12:00-19:00（夜の宴会、要予約）
定休日：毎週月曜日、毎月第1日曜日
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精霊流し 回シ記者

金井俊行(7町内）

庇史ある川尻校区の夏の
止風物詩と言えば、「精

霊 流 し 」 で は な い で し ょ う
か！？今回はそんな川尻精霊
流しとお盆について取り上げ
てみたいと思います。

精霊流し（しょうろうなが
し）は、「長崎県の各地、熊本
県の 一 部及び佐賀市でお盆
に行われる 、死者の魂を弔っ
て送る行事のこと」と言われて
おり、川尻の精霊流しは細川藩の時代に始まり毎年8月15日とお盆の時期に行われ、山
鹿灯籠祭 ・ 宇土地蔵祭と合わせ熊本県=大夏祭りと言われていました。ちなみにお盆は、
孟蘭盆会といい、精霊会や魂祭（たままつり）とも呼ばれています。その起源はお釈迦
さまが生きてらっしゃった時代まで遡ります。

昔むかしお釈迦さまの弟子に目連さんというとても超能力に優れたお坊さんがいまし
た。ある日のこと、親子の愛を見かけた目連さんはふと母にあいたくなりました。けれども
お母さんはとうの昔に亡くなっていました。すると目連さんは超能力で母親を探しに行くこ
とにしました。天上界、修羅界、畜生界の順番で探す も見つからず餓鬼界でようやく見つ
け出すことが出来ましたが、さらに苦しめる結果となりました。失意の中でお釈迦さまに助
けを求めました。お釈迦さまは「そう、お前の母親はお前を愛するあまり、周りを思いやる
心を失ってしまった。我が子の幸せを思うあまり、 大事なことを見落としてしまい、他人の
子供の幸せが憎たらしく思えたり、十分に幸せなのにもっともっとと貪ってしまったのだ。
お前のためと言いつつ、自分さえ満足できればそれでよいという生き方をしてしまった。」
と申されました。「餓鬼道に落ちたものを救うのは難しい。たとえ百戦錬磨の目連の超能
カであっても。」

目連さんは大切なお母さんを救うために、自分が身代わりになっても助けたいとお釈迦
さまにお願いされます。お釈迦さまは「超能力で母を助けることはできないが、 施す功徳が
あれば救い出すことが可能かもしれない。多くの修行僧に食 事の施しをしなさい。7月15
日に3か月の修行が終わる修行僧にたくさんの食 事を施して供養をするのだ。清らかな僧
たちが心を一つにして、その布施を受ける功徳は大きな力となる。これによって自分の親ば
かりではなく、 多くの人々が苦しみから救われるであろう。貪りに罪で餓鬼道に落ちてし
まった母だからこそ、 見返りを求めない施し（布施行）で救いなさい」と目連さんにおっ
しゃいました。そこで目連さんは多くの食べ物をお盆に盛り、たくさんの修行僧に供養をし
ました。目連さんが大勢の修行僧たちに供養の食物をごちそうすると、修行僧たちは喜ん
で祈りました。目連さんの親ばかりではなく、周囲の人々すべてが苦しみの世界から救われ
ますようにと ・ ・ ・ 。こうして目連さんの母は救われ天上界にいくことができました。それを
知った人々は喜んで踊ったといわれています。

これが盆踊りの始まりといわれています。川尻校区でも私が子供の時には精霊流しの
時に盆踊りとして川尻音頭を踊っていて、懐かしいと思われる方もいらっしゃると思いま
す。今日ではお盆は新暦の7月13日から16日の4日間（主に熊本は13日～15日の3日間）、
あるいは月遅れと称して8月に行うのが一般的です。川尻校区は8月にお盆をするのが大
半ではないかと思います。私のお寺でも8月に孟蘭盆会を行います。江戸中期の俳人、去来

（きょらい ・ 慶安4年～宝永元年 江戸時代前期の俳諧師。蕉門十哲の一人。）はお盆の句
を詠んでいます。

『玉棚の奥なつかしや親の顔』

簡単に解説すると「玉棚」は魂を祀
る棚で、精霊棚のこと。そこにはこの
時ばかり戻ってきた両親や先祖の懐か
しい顔が勢ぞろいしますよ。というこ
とを歌っています。この句にもあるよう
に、お盆になるとこの世を去った大切
な人が、家に帰ってきます。そこで精霊
棚を準備し心を込めてお迎えします。
そして丁寧におもてなしをし、心を込
めて15日または16日に送ります。精霊
棚とは宗派によって準備しないところ
もあります が、テ ーブル等に真菰も敷
いて四隅に笹竹を立て縄を張り、そこ
にほおずきを飾ります。また水の子（水
の実）という蓮の葉の上に洗った米と
さいの目に切ったナスやきゅうりを盛
りつけたものも準備します（地域によ
ります ）。あとはそうめんや団子や季
節の供物を飾ります。なすの牛やキュ

ウリの馬も。このような物を準備してご先祖様をお迎えします。そして最終日15日に先祖を
見送る行事として精霊流しを行います。

私たちはついつい自分一人で生きているような気持になってしまうことがあるかもしれ
ませんが、実際は様々なご縁のなかで生かされています。生まれてくるということ一つとっ
ても、自分一人の力でこの世に生を受けた人は一人もいません。お父さんお母さんとのご
縁があってこそ、 人間としての身を授かることが出来ます。そしてその両親にもそれぞれ
父母がいます。自分から見たら祖父母の存在が無ければ、やはり自分は生まれてくること
が出来ません。その祖父母も両親がいます。数え上げれば切りがないほどの沢山のご先
祖様がいらっしゃってこそ、今の自分があります。奇跡というべきでしょう。そんな奇跡に
感謝し、8月15日に行われた川尻精霊流しを令和という新しい時代にも残し伝えて行く
ことが大切ではないでしょうか？
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